
　成人および思春期の中等症～重症喘息患者を対象にした試験で、吸入ステロイド薬

（ICS）単独または他の維持療法との併用へのチオトロピウム追加の有効性が示されてい

る。同グループは、小児の重症症候性喘息に対するチオトロピウム追加の有効性と安全性を

評価する初めての第Ⅲ相ランダム化比較試験を実施した。
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　小児の重症喘息に対するチオトロピウム（吸入抗コリン薬）追加は呼吸機能の改善に有効であ

ると、国際共同研究グループがJ Allergy Clin Immunol（2017; 140: 1277-1287）に発表し

た。

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=A+phase+III+randomized+controlled+trial+of+tiotropium+add-on+therapy+in+children+with+severe+symptomatic+asthma
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　同試験には17カ国の92施設が参加。高用量ICS＋1種類以上のコントローラー（長期管理

薬）または中用量ICS＋2種類以上のコントローラーを使用している6～11歳の401例をチオ

トロピウム5μg吸入群、同2.5μg吸入群またはプラセボ吸入群に割り付け、1日1回12週間投

与した。

　その結果、プラセボ群と比べてチオトロピウム5μg群では、主要評価項目である投与後3

時間以内の最大1秒量の有意な改善が認められた（5μg群139mL、P＜0.001、2.5μg群

35mL、P＝0.27）。また、5μg群ではトラフ1秒量も改善した（5μg群87mL、P＝0.01、

2.5μg群18mL、P＝0.59）。チオトロピウムの安全性と忍容性はプラセボと同等であっ

た。

（編集部）

関連タグ

https://medical-tribune.co.jp/word/%E4%B8%80%E8%88%AC%E5%86%85%E7%A7%91/?ref=article
https://medical-tribune.co.jp/word/%E5%91%BC%E5%90%B8%E5%99%A8%E5%86%85%E7%A7%91/?ref=article
https://medical-tribune.co.jp/word/%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E7%A7%91/?ref=article
https://medical-tribune.co.jp/word/%E5%B0%8F%E5%85%90%E7%A7%91/?ref=article
https://medical-tribune.co.jp/word/%E3%81%9D%E3%81%AE%E4%BB%96%E5%B0%8F%E5%85%90%E7%96%BE%E6%82%A3/?ref=article
https://medical-tribune.co.jp/word/%E5%96%98%E6%81%AF/?ref=article
https://medical-tribune.co.jp/word/%E6%B0%97%E7%AE%A1%E6%94%AF%E6%8B%A1%E5%BC%B5%E8%96%AC%E3%83%BB%E6%B0%97%E7%AE%A1%E6%94%AF%E5%96%98%E6%81%AF%E6%B2%BB%E7%99%82%E8%96%AC/?ref=article

